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日
本
三
大
地
歌
舞
伎

毎
年
８
月
の
最
終
土
曜
日
に

日
吉
町
の
美
濃
歌
舞
伎
博
物
館

相
生
座
で
行
わ
れ
て
い
る
納
涼

大
歌
舞
伎
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
東
濃
地
方
で
は
江
戸
時

代
か
ら
脈
々
と
伝
え
ら
れ
た
農

村
歌
舞
伎

(

地
歌
舞
伎)

が
今

も
数
多
く
上
演
し
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

日
本
に
は
江
戸
時
代
か
ら
三

つ
の
大
き
な
地
歌
舞
伎
の
流
れ

が
あ
り
、
相
模
歌
舞
伎

(

神
奈

川)

、
播
州
歌
舞
伎

(

兵
庫)

と
並
ぶ
美
濃
は
、
貴
重
な
文
化
遺

産
を
受
け
継
ぐ
地
域
の
一
つ
で
す
。

美
濃
歌
舞
伎
博
物
館
相
生
座

江
戸
時
代
に
は
幕
府
の
庇
護

の
元
に
守
り
伝
え
ら
れ
た
地
歌

舞
伎
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

テ
レ
ビ
等
他
の
娯
楽
の
普
及
に

と
も
な
い
衰
退
の
道
を
た
ど
っ

て
い
ま
し
た
。

自
身
も
村
芝
居
の
経
験
の
あ

る
日
吉
町
出
身
の
小
栗
勝か

つ

(

克
介)

１
９
９
９
年
��
歳
で

没)

は
こ
の
状
況
を
憂
い
、
貴

重
な
文
化
を
保
存
継
承
し
よ
う

と
、
１
９
７
２

(

昭
和
��)

年

自
分
の
経
営
す
る
日
吉
ハ
イ
ラ

ン
ド
ク
ラ
ブ
の
従
業
員
で
結
成

す
る

｢
美
濃
歌
舞
伎
保
存
会｣

を
発
足
、
同
年
初
演
、
��

(

昭

和
��)

年
に
は
芝
居
小
屋

(

廃

止
と
な
っ
た
明
智
町
の
常
磐
座

の
舞
台
と
下
呂
町
の
相
生
座
を

譲
り
受
け
移
築
・
合
体
復
元
し

た
も
の)

を
建
て
、
こ
こ
に
役

者
や
裏
方
す
べ
て
が
一
つ
の
民

間
会
社
の
従
業
員
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
形
を
と
る
文
化
団
体

(

博

物
館)

が
誕
生
し
た
の
で
す
。

地
歌
舞
伎
衣
裳

土
岐
郡
の
安
藤
家

歌
舞
伎
上
演
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
に
、
衣
裳

と
鬘

か
つ
ら
が
あ
り
ま
す
。『

相
生
座』

誕
生
の
契
機
の
一
つ
に
な
っ
た
、

衣
裳
方(

鬘
・
衣
裳
・
小
道
具
・

着
付
け
を
行
う)

に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
美
濃
に
は
二
十
余
の
歌

舞
伎
保
存
会
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
使
わ
れ
る
衣
裳
の
大
半

は
、
相
生
座
と
東
野(

恵
那
市)

の
二
つ
が
貸
し
出
し
て
い
る
も

の
で
す
。

相
生
座
は
、
現
在
地
歌
舞
伎

衣
裳
を
四
千
点
、
鬘
三
百
個
、

付
属
品
と
し
て
刀
・
櫛
・
カ
ン

ザ
シ
な
ど
三
百
点
を
所
有
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
貸
衣
装
屋
、

土
岐
郡
の
安
藤
家

(

瑞
浪
市
明

世
町
山
野
内)

か
ら
引
き
取
ら

れ
た
も
の
で
す
。

(

貸
か
つ
ら
業
は
、
単
に
貸
し

出
す
だ
け
で
は
な
く
、
数
十

種
類
の
役
柄
に
応
じ
て
髪
の

結
い
上
げ
、
鬘
の
製
作
・
修

繕
を
も
行
う
。)

(
貸
衣
裳
は
、
役
柄
に
応
じ
て

仕
立
上
げ

(

制
作)

か
ら
修

理
、
着
付
け
ま
で
、
発
注
者

の

『

演
じ
も
の
書
き
つ
け』

の
み
に
て
選
ば
な
く
て
は
な

ら
な
い
た
め
、
多
種
類
の
歌

舞
伎
の
役
柄
に
精
通
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。)

山
野
内
の
安
藤
家
は
１
９
７
５

(

昭
和
��)

年
の
国
道
��
号
線

の
道
路
拡
張
に
伴
い
取
り
壊
さ

れ
て
今
は
無
い
。
子
孫
の
方
に

よ
る
と

｢

江
戸
時
代
、
旅
回
り

の
役
者
一
行
が
、
興
行
が
で
き

ず
、
お
金
に
困
っ
て
手
放
し
た

歌
舞
伎
衣
裳
一
式
を
引
き
取
っ

た
の
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
。

祖
父
の
末
次
郎
が
髪
結
い
を
生

業
と
し
て
お
り
、
衣
裳
方
の
仕

事
の
う
ち
、
鬘
の
結
い
上
げ
を

末
次
郎
が
、
そ
の
息
子
の
為
三

郎
が
衣
裳
仕
立
を
担
当
し
て
い

た｣

と
の
こ
と
。(

昭
和
２
年

為
三
郎
、
岩
島
す
わ
子
と
結
婚)

安
藤
す
わ
子

当
時
は
芝
居
が
盛
ん
で
、
父

と
子
の
二
人
三
脚
で
、
一
年
中

家
を
空
け
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

山
岡
・
付
知
・
阿
木
・
福
岡
、

加
子
母
は
材
木
ト
ラ
ッ
ク
に
便

乗
、
上
松
へ
は
鉄
道
チ
ッ
キ
で

衣
裳
を
送
っ
て
い
た
。
ま
た
伊

那
谷
や
下
条
村
、
犬
山
・
瀬
戸

へ
も
行
っ
て
い
た
。
戦
後
余
興

の
少
な
か
っ
た
時
代
は
、
村
芝

居
や
青
年
団
活
動
に
こ
れ
ら
の

衣
裳
が
引
っ
張
り
だ
こ
で
あ
っ

た
が
、
娯
楽
の
多
様
化
に
伴
い

徐
々
に
下
火
と
な
っ
た
。
そ
れ

で
も
昭
和
	
－

		
年
で
春
と
秋

の
二
度
の
祭
り
に
は
引
き
合
い

が
あ
っ
た
。
昭
和
	�
年
頃
の

一
幕
の
貸
賃

(

出
演
者
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
料
金)

は
七
百
円
位
で
あ
り
、
当
時
の

農
作
業
の
手
伝
い
の
日
当
二
百

五
十
円
と
比
べ
て
も
安
い
も
の

で
あ
っ
た
。

末
次
郎
が
亡
く
な
っ
て
か
ら

は
、
結
い
上
げ
の
仕
事
を
す
る

人
は
無
か
っ
た
。
岩
村
の
加
藤

禎
一
を
明
世
の
安
藤
家
に
招
き
、

泊
り
込
み
で
髪
の
結
い
方
を
教

え
て
も
ら
っ
た
の
が
為
三
郎
の

妻
す
わ
子
で
あ
っ
た
。
す
わ
子

は
当
時
��
歳
余
、
息
子
の
よ
う

な
年
の
人
に
教
え
を
請
わ
ね
ば

な
ら
な
い
立
場
で
あ
り
、
そ
の

教
え
は
厳
し
か
っ
た
が
、
お
陰

で
腕
は
上
が
っ
た
。
義
父
亡
き

後
は
、
夫
婦
で
貸
衣
装
稼
業
を

受
け
継
い
だ
す
わ
子
は
、
ま
さ

に
男
ま
さ
り
の
人
で
あ
っ
た
。

昭
和
��
年
頃
か
ら
地
歌
舞
伎

の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
ぼ
つ
ぼ

つ
復
興
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。

昭
和
��
年
に
為
三
郎
が
亡
く

な
り
、
髪
の
結
い
上
げ
と
衣
裳

仕
立
を
唯
一
人
で
行
っ
て
い
た

す
わ
子
も
、
昭
和
��
年
の
家
の

移
転
に
伴
い
、
衣
裳
ほ
か
全
て
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を
日
吉
ハ
イ
ラ
ン
ド
ク
ラ
ブ
へ

引
き
渡
し
、
以
降
、
自
身
も
保

存
会
の
一
員
と
し
て
、
芝
居
の

度
に
愛
着
の
あ
る
衣
裳
の
世
話

の
た
め
日
吉
に
通
っ
た
。

安
藤
す
わ
子
は
昭
和
��
年

｢

歌
舞
伎
か
つ
ら
結
い
上
げ
、

衣
装
仕
立｣

の
伝
統
技
術
保
持

者
と
し
て
瑞
浪
市
無
形
文
化
財

第
７
号
に
指
定
さ
れ
た
。

な
お
、
平
成
元
年
��
歳
に
て

逝
去
、
文
化
財
の
指
定
は
解
除

さ
れ
た
。

伝
統
の
継
承

柘
植
千
津
枝
さ
ん

す
わ
子
の
弟
子
で
あ
り
、
後

継
者
と
し
て
、
今

｢

相
生
座｣

の
衣
裳
方
を
務
め
る
の
が
柘
植

千
津
枝
さ
ん(

昭
和
６
年
生
れ)

だ
。
千
津
枝
さ
ん
は
初
め
ゴ
ル

フ
場
の
ロ
ッ
ジ
勤
務
で
あ
っ
た

が
、
小
屋
の
掃
除
に
通
う
う
ち
、

そ
の
働
き
ぶ
り
が
目
に
止
ま
り
、

芝
居
衣
裳
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

千
津
枝
さ
ん
は

｢

最
初
は
男

帯
の
結
び
方
や
袴
下
を
た
た
む

こ
と
か
ら
お
ぼ
え
ま
し
た
。
ほ

ん
の
手
伝
い
の
つ
も
り
だ
っ
た

の
で
基
礎
は
教
わ
り
ま
し
た
が
、

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

安
藤
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
突
然
の

入
院
で
、
病
院
へ
は
何
度
も
押

し
か
け
、
捌さ

ば

き
や
鬘
の
結
い
方

に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。
早

く
逝
っ
て
し
ま
わ
れ
た
ん
で
、

聞
き
損
な
っ
た
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。｣

伝
統
を
守
り
続
け
て
行
く
に

は
見
え
な
い
所
で
の
数
々
の
苦

労
が
あ
り
ま
す
。
使
う
度
に
、

結
い
直
し
を
す
る
鬘
、
衣
裳
も

使
う
度
に
痛
み
ま
す
、
袖
は
お

し
ろ
い
で
、
裾
は
引
摺
り
、
襟

は
化
粧
と
汗
で
、
こ
の
三
つ
は

外
し
て
洗
え
ま
す
が
、
金
糸
・

銀
糸
で
刺
繍
さ
れ
た
衣
裳
な
ど

は
簡
単
に
は
か
ま
え
ま
せ
ん
、

よ
ご
れ
を
拭
き
取
る
だ
け
で
す
。

｢

今
の
人
は
体
格
が
大
き
く
、

無
理
を
す
る
と
す
ぐ
衣
裳
を
破

い
て
し
ま
い
ま
す
、
伝
統
の
衣

裳
を
眠
ら
せ
て
お
く
の
は
勿
体

な
く
、
古
い
も
の
を
大
事
に
使

う
た
め
、
衣
裳
に
裂き

れ

を
足
し
て

丈
を
伸
ば
す
等
、
一
回
り
大
き

く
作
り
直
し
て
い
ま
す
。
布
も
、

伝
統
に
則

の
っ
と
っ
た
柄
の
古
着
や
錦

の
帯
地
を
骨
董
屋
で
捜
し
、
役

衣
裳
の
き
ま
り
を
残
し
な
が
ら

作
り
ま
す
。｣

出
張
先
で
は
、
用
意
し
た
鬘

が
お
か
ま

(

頭
の
大
き
さ)

に

合
わ
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
、

急
き
ょ
他
の
鬘
を
結
い
直
し
、

そ
の
役
者
に
合
わ
せ
ま
す
。

千
津
枝
さ
ん
は

｢

裏
方
の
仕

事
に
向
く
人
は
、
器
用
で
我
慢

強
い
人
、
こ
う
い
う
仕
事
が
好

き
だ
け
な
あ
か
ん｣
そ
し
て
今

相
生
座
で
一
緒
に
衣
裳
の
繕
い

を
し
て
い
る
伊
藤
富
多
代
さ
ん

(

昭
和
��
年
生
れ)

に
、
後
継

者
と
し
て
仕
事
を
覚
え
て
も
ら

い
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
地
歌
舞
伎

美
濃
歌
舞
伎
博
物
館
相
生
座

の
館
長
で
あ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
中
仙
道
の
館
長
か
つ
学
芸
員

で
も
あ
る
小
栗
幸
江
さ
ん
は
、

｢

地
歌
舞
伎
は
、
多
く
の
人
々

に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

衣
裳
は
遠
く
滋
賀
県
に
も
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
相
生
座
の
公

演
は
、
振
付
師
の
松
本
団
升
さ

ん

(

山
岡
町
在
住
、
岐
阜
県
重

要
無
形
文
化
財)

に
指
導
を
仰

ぎ
、
市
川
恵
美
子
さ
ん

(

振
付

師
中
村
高
女
、
恵
那
市
在
住)

に
衣
裳
着
付
け
を
担
当
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
太
夫
や
三
味
線
、
顔
師

の
方
達
も
東
濃
各
地
を
巡
り
な

が
ら
、
今
の
地
歌
舞
伎
ブ
ー
ム

を
支
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

美
濃
の
地
歌
舞
伎
に
は
、
今

の
大
歌
舞
伎
が
失
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
、
あ
る
い
は
切
り
捨
て

た
も
の
、
泥
臭
さ
や
残
酷
さ
な

ど
、
こ
の
地
域
に
し
か
無
い
所

作

(

型)

が
今
も
残
っ
て
い
ま

す
。
歌
舞
伎
の
原
点
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。
保
存
と
は
、
古
い

も
の
を
、
新
し
い
も
の
で
再
現

す
る
こ
と
も
含
む
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
保
存
継
承

を
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。｣

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

※
本
文
中
故
人
に
つ
い
て
は
敬
称
を

略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

参
考
図
書

『

美
濃
の
地
歌
舞
伎』

１
９
９
９
年
岐
阜
新
聞
出
版
局
発
行

ウ
エ
ル
カ
ム
��
ぎ
ふ

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

◎
東
濃
カ
ブ
キ
ま
つ
り
２
０
０
０

５
月
��
日�
〜
��
日�東濃ふれあいセン

タ
ー

(

中
津
川
市)

カ
ブ
キ
三
昧
の
３
日
間�東濃地歌舞伎��団体が

勢

揃
い

◎
相
生
座
納
涼
大
歌
舞
伎

８
月
��
日�
��
時
〜

◎
相
生
座
敬
老
歌
舞
伎

��
月
６
日�
��
時
〜

(

相
生
座�
６
９－

２
１
２
６)

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
中
仙
道

(

明
世
町
戸
狩)

�
６
８－

０
５
０
５

地
歌
舞
伎
衣
裳
等
を
多
数
展
示
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各
地
区(

町)

の

区
長
会
長

瑞
浪
地
区

土
岐
地
区

４
月
��
日
、
市
の
連
合
区
長
会
が
開

か
れ
、
今
年
度
の
連
合
区
長
会
長
に
、

正
木
路
雄
さ
ん

(

陶
町)

が
、
副
会
長

に
は
西
尾
捷
郎
さ
ん

(

瑞
浪
地
区)

と

村
瀬
幹
男
さ
ん

(

日
吉
町)

が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

瑞
浪
地
区

西

尾

捷

郎

土
岐
地
区

安

保

征

示

稲

津

町

和

田

孝

夫

釜

戸

町

梅

村

正

靖

大

湫

町

安

藤

秋

義

日

吉

町

村

瀬

幹

男

明
世
地
区

山

内

賢

司

陶

町

正

木

路

雄

○
上

山

田

安

藤

桂

美

○
下

山

田

大

友

力

○
下
山
田
団
地

長
谷
川

伸

○
新

山

田

安

藤

武

夫

○
明

賀

台

酒

井

美

成

○
上
小
田
北

三

宅

達

男

○
上
小
田
南

青

山

政

男

○
大
法
原
団
地

村

瀬

浩

一

○
下

小

田

長

尾

彦
二
郎

○
小
田
事
業
団

丸

山

康

明

○
ひ
ば
り�
丘

小

栗

登

○
上

一

色

小
木
曽

智

明

○
下

一

色

小
木
曽�

○
南

上

野

西

尾

捷

郎

○
北

上

野

岩

島

延

彦

○
高

月

鵜

飼

幹

男

○
宮

前

加

藤

重

一

○
河

南

加

納

與

○
河

塚

河

口

豊

満

○
河

東

伊

藤

勇

○
河

北

有

賀

政

幸

○
水

の

木

井

澤

功

藏

○
朝

日

町

倉

内

勝

利

○
上

本

町

達

川

信

彦

○
西

本

町

小

島

健

○
浪

花

保

母�
一

○
中

組

平

井

雪

彦

○
竜

門

山

本

英

世

○
公

園

土

屋

康

之

○
栄

町

安

藤

純

利

○
一
日
市
場

近

藤

文

敏

○
県
職
員
住
宅

棚

村

隆

洋

○
清

水

都

築

定

○
木

暮

川

瀬

孝
次
郎

○
鶴

城

伊

藤

吉

郎

○
鶴
城
団
地

小

栗

幸

一

○
名

滝

平

子

幾

三

○
名
滝
団
地

小
木
曽

勝

○
奥

名

兼

松

友

春

○
下

沢

柴

田

勝

○
庄�
洞

足

立

俊

夫

○
桜

堂

三

尾

義

久

○
市

原

小

栗

昇

○
益

見

小
木
曽

巨
年
男

○
大

久

手

梅

村

正

巳

○
仲�
平

長

尾

俊

征

○
大

草

伊

藤

直

樹

○
学

園

台

西

尾

裕

雅

平成��年５月��日
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�

釜

戸

町

稲

津

町

日

吉

町

大

湫

町

陶

町

明
世
地
区

区(町内会)などの
自治会に加入しましょう
コミュニティ活動の元気さが､ その
地域の活性化の源です｡ お祭りなど独
自の活動のほかに､ 行政とともに解決
していかなくてはならない地域の課題
も多くあります｡
ぜひ地元自治組織に加入し､ 地域づ
くりにご参加ください｡
問い合わせ＝総務課 �内線���・���

○
山
の
田
１
号

鈴

木

亨

○
山
の
田
２
号

吉

川

敏

克

○
産

郷

大

島

幸

雄

○
中

屋

敷

沢

井

金

次

○
五

郷

小

栗

徳

松

○
三

角

波
多
野

巳
津
男

○
神

戸

伊

藤

信

行

○
下

小

里

林

好

美

○
羽

広

鵜

飼

治

男

○
須

之

宮

佐
々
木

武

男

○
釜

糠

渡

辺

正

勝

○
川

折

田

添

恒

彦

○
桜�
丘

渡

辺

文

明

○
棚

田

山

中

山

六

男

○
河

原

藪

下

忠

是

○
小

井

戸

伊

東

忠

男

○
水

洗

勝

股

文

雄

○
中

洞

安

藤

昭

吉

○
上

平

工

藤

英

孝

○
大

牧

川

崎

隆

志

○
斧

池

塚

本

修

久

○
学

園

野

中

康

弘

○

宿

溝

口

利

博

○
公
文
垣
内

三

尾

正

造

○
公
文
団
地

遠

山

巧

清

○
中

切

坂�
一

彦

○
町

屋

安

藤

尚

仁

○
西

大

島

鈴

木

三
千
男

○
中

大

島

安

藤

賀

朗

○
竜
吟
団
地

古

谷

秀

弘

○
東

大

島

山

口

勝

○
上

平

熊

谷

利

彦

○
神

徳

加

藤

人

幹

○
川

戸

土

本

宏

○
論

栃

中

島

陽

祐

○
下

切

足

立

俊

治

○
上

切

安

江

建

夫

○
大

細

有

我

源

晴

○
エ
ス
ポ
ラ
ン

長

尾

浩

造

○
平

山

土

屋

仁

司

○
足

又

赤

岩

紀

○

西

渡

辺

栄

二

○

北

川

本

了

生

○
神

田

渡

辺

健

藏

○
本

郷

猪

野

直

明

○
常

柄

三

浦

邦

夫

○
白

倉

金

子

勇

○
南

垣

外

大

竹

孝

司

○

宿

奥

村

七

郎

○
半

原

小

栗

章

一

○
宿

洞

日
比
野

薫

○
三
和
之
郷

加

藤

貴

之

○
北

野

伊

藤

政

行

○
深

沢

小

倉

博

巳

○
細

久

手

古

田

慶

三

○
田

高

戸

小

栗

節

雄

○
平

岩

村

瀬

幹

男

○
松

野

小

野

英

夫

◎
戸

狩

山

内

武

美

◎
山

野

内

小

栗

健

蔵

◎
月

吉

山

内

賢

司

◎
猿

爪

柴

田

貴

志

○
東
町
１
丁
目

景

山

誠

市

○
東
町
２
丁
目

澤

井

二
三
二

○
東
町
３
丁
目

大

橋

英

幸

○
細

久

手

中

嶋

良

一

○
旭
町
１
丁
目

樋

田

伸

二

○
旭
町
２
丁
目

西

尾

巧

○
旭
町
３
丁
目

伊

藤

正

治

○
旭
町
４
丁
目

熊

谷

勇

○
新
町
１
丁
目

工

藤

正

之

○
新
町
２
丁
目

伊

藤

輝

夫

○
新
町
３
丁
目

可
知
井

大

三

○
新
町
４
丁
目

浅

野

峰

春

○
本
町
１
丁
目

加

藤

建

三

○
本
町
２
丁
目

藤

田

喜

三

○
本
町
３
丁
目

神

谷

照

○
本
町
４
丁
目

小
木
曽

敬

生

○
本
町
５
丁
目

西

尾

博

道

○
本
町
６
丁
目

伊

藤

春

生

○
元
町
１
丁
目

永

井

朝

一

○
元
町
２
丁
目

加

藤

徹

生

○
元
町
３
丁
目

伊

藤

定

夫

○
梨
根
１
丁
目

小
木
曽

斎

○
梨
根
２
丁
目

宮

島

賢

一

○
下

山

町

加

藤

勇

○
宮

町

井

上

統

夫

○
西

町

加

藤

義

美

○
学
校
前
町

山

崎

敏

之

○
あ
け
ぼ
の
台

野

村

庄

二

○
事

業

団

後

藤

初

男

◎
水

上

水

野

満

年

○
水
上
１
号

松

井

慶

史

○
水
上
２
号

小
木
曽

正

夫

○
水
上
３
号

小
木
曽

森

司

○
水
上
４
号

伊

藤

賢

吾

○
水
上
５
号

加

藤

朗

◎
大

川

羽

柴

護

○
大
川
１
号

河

野

守

○
大
川
２
号

水

野

千

洋

○
大
川
３
号

永

井

五

郎

○
大
川
４
号
１

加

藤

喜

一

○
大
川
４
号
２

山

田

一

隆

○
大
川
５
号

久
保
田

實

○
大
川
６
号

阿
知
波

智

○
大
川
７
号

鈴

木

則

行

瑞浪市役所 ���－����
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５
月
��
日
〜
��
日
は

｢

春
の
行
政
相
談
週
間｣

で
す

�
�
�
��

�
	


�
�

�
�
�
�
�

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

平
成
��
年
第
二
回
瑞
浪
市
議
会
臨
時

会
が
５
月
１
日

(
会
期
１
日)

に
開
か

れ
、
報
告
案
件
五
件
と
、
条
例
案
件
一

件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認

及
び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

【
公
用
車
の
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
に

つ
い
て
の
和
解
と
賠
償
額
を
定
め
る

も
の
】

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

【
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
瑞
浪

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
】

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

【
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
瑞

浪
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
】

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

【
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
瑞

浪
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
】

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

【
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
第
��

条
の
地
区
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
農
村
地
域
工
業
等
導

入
促
進
法
に
係
る
瑞
浪
市
固
定
資
産

税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の

●
瑞
浪
市
都
市
計
画
審
議
会
設
置
条
例
の

全
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
【
地
方
分
権
一
括
法
に
伴
う
改
正
】

▼
県
か
ら
市
へ
、｢

都
市
計
画
法
に
基

づ
く
都
市
計
画
施
設

(

道
路
、
公
園
、

上
下
水
道
、
斎
場
、
ご
み
焼
却
場
等)

と
そ
の
位
置
・
区
域
の
決
定｣

権
限
の

委
譲
に
伴
い
、
こ
の
調
査
審
議
に
あ
た

る
審
議
会
の
条
文
を
整
備
す
る
も
の
。

審
議
会
は
、
①
法
の
規
定
に
よ
る
事

項
に
関
す
る
調
査
審
議
、
②
市
長
の
諮

問
に
応
じ
市
の
都
市
計
画
に
関
す
る
事

項
の
調
査
審
議
、
③
市
の
都
市
計
画
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
関
係
行
政
機

関
に
建
議
す
る
事
務
を
行
う
。

委
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
①
学
識

経
験
者

(

四
人
以
内)

②
市
議
会
議
員

(

四
人
以
内)

③
関
係
行
政
機
関
も
し

く
は
県
の
職
員
ま
た
は
市
民

(

四
人
以

内)

の
う
ち
か
ら
市
長
が
任
命
す
る
。

行
政
相
談
と
は
、
国
の
行
政
機
関
や

特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦

情
や
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ
の
解
決
の

促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
相
談
は
、
総
務
庁

長
官
が
委
嘱
し
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
行
政
相
談
委
員

(

瑞
浪
市
は
２
名)

が
お
受
け
し
て
い
ま
す
。(

敬
称
略)

大
熊
和
子(

土
岐
町)�
６
８－

６
７
３
７

三
尾
義
久(

土
岐
町)�
６
８－

５
８
１
１

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
り

ま
す
。
相
談
日
は
、｢

広
報
み
ず
な
み｣

一
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
総
務
庁
岐
阜
行
政
監
察
事
務

所
で
は
、
手
紙
や
電
話
に
よ
る
相
談
を

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

〒
５
０
０－

８
１
１
４

岐
阜
市
金
竜

町
５－

��
岐
阜
合
同
庁
舎
、

｢

行
政
苦
情�

�
�

番｣

�
０
５
８－

２
４
６－

１
１
０
０

平成��年５月��日

地
域
住
民
の
中
に
あ
っ
て
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
機
関
で
あ
る

『

人
権
擁
護
委
員
制
度』

が
昭
和
��
年

６
月
１
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
身
近
な
差
別
や
偏

見
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
、｢

考
え
よ
う
あ
な
た
の
人

権
わ
た
し
の
人
権
〜
��
世
紀
へ
つ
な
げ

よ
う
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜｣

を
啓
発

重
点
目
標
と
定
め
、
積
極
的
な
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

瑞
浪
市
で
も
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
た
７
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
様
々

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
相
談
日
は｢

広
報
み
ず
な
み｣

の
一
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
人
権
擁
護
委
員

(

敬
称
略)

小
栗
好
夫(

釜
戸
町)�
６
３－

３
６
７
８

鈴
木

登(

稲
津
町)�
６
８－

５
０
９
６

遠
藤
圭
子(

土
岐
町)�
６
８－

２
２
０
９

岩
島
康
文(

一
色
町)�
６
８－

０
４
７
２

西
尾
善
英(

宮
前
町)�
６
８－

２
２
５
４

逸
見
恭
子(

日
吉
町)�
６
９－

２
０
１
４

中
島
惠
子(

陶

町)�
６
５－

３
７
８
４
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阿部 ゆり乃
の

さん 伊藤 綾
りょう

佑
すけ

くん
(１歳) 陶町猿爪 (２歳) 陶町猿爪

－陶児童館－

��������������		

��������������������������

��������	

緑萌える屏風山の清掃活動を通じて､ ふるさと
の山を再発見しませんか？

春の屏風山登山 ５月��日�
◎９時��分に稲津コミュニティーセンター前集合

※バスで送迎､ 環境保全のために大人１人 ���

円の協力費をお願いします｡
◎持ち物 弁当､ 水筒等､ (雨天中止)
◎申込み ５月��日�までに､ 明日の稲津を築く
まちづくり推進協議会事務局へ���－����

屏風山クリーンハイク ５月��日�
◎８時に瑞浪市役所玄関前集合 (雨天中止)
◎持ち物 軍手､ かま､ 弁当､ 水筒､ 雨具
◎申込先 瑞浪勤労者山岳会 高木雅信���－����

暴力追放推進センターにご相談を！
暴力団が私たちの家庭に入り込んでくる…考えられな
いことかもしれませんが､ 実は､ 金銭の貸し借りや交通
事故の示談などに､ 暴力団がかかわってくる例はよくあ
ります｡ 勇気を持って警察やセンターにご相談ください｡
◎岐阜県暴力追放推進センター �����������

市之瀬廣太記念美術館
��������	
�����
平成９年５月から､ 故市之瀬廣太氏の作品をミュー
ジアムグッズとして限定頒布し､ 大変好評をいた
だいています｡ これは､ 作品を身近に置くことに
より､ 彫刻芸術により親しみ､ 関心を持っていた
だくことを目的としたものです｡

作品は､ 著作権継承者
の市之瀬肇氏の理解を得
て特段の価格にてお分け
しています｡ ブロンズ製
のレリーフ (サイズ��×
７㎝～��×��㎝､ 頒布価
格������円～������円の
８種類) や置物､ 銀製の
ブローチほか多数のグッ
ズがあり､ プレゼント用
としても最適です｡
なお､ 今回廣太さんの

遺稿集 『彫刻の心』 (限
定���部) を１部���円でお分けしています｡ 彫刻
芸術を鑑賞されるの場合の入門書として活用して
いただければ幸いです｡
いずれも､ 美術館のロビーに展示してあります
ので一度手に取ってご覧になってください｡
◎問い合わせ＝市之瀬廣太記念美術館���－����

善

意

瑞浪市役所 �	�－����

▼
瑞
浪
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
生
徒
会
様
＝

古
本
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
協
力
金

五
万
三
千
八
百
十
三
円
、
社
会
福
祉

事
業
へ

▼
瑞
浪
市
文
化
協
会

(

会
長
籏
幸
雄)

様
＝
十
一
万
二
千
九
十
二
円
、
社
会

福
祉
事
業
へ

▼
瑞
浪
市
合
唱
連
盟(

理
事
長
籏
幸
雄)

様
＝

三
万
四
千
四
円
、
社
会
福
祉
事
業
へ

▼
小
栗

昇
様
＝
十
万
円
、
社
会
福
祉

事
業
へ

▼
瑞
浪
桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(

会

長
伊
藤
康
世)

様
＝
十
万
円
と
石
鹸

等
を｢

陶
宅
老
所
い
ち
に
の
さ
ん｣

へ
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４
月
��
日
、
小
里
川
ダ
ム
の
水
没
予
定
地
一
帯

で
、
陶
子
供
会
連
合
会

(

水
野
英
明
会
長)

主
催

の

『

追
跡
ハ
イ
ク』

が
行
な
わ
れ
、
��
チ
ー
ム
親

子
合
わ
せ
て
５
３
８
名
が
参
加
、
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を
し
な
が
ら
全
長
６
㎞
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
��
年
ダ
ム
の
完
成
を
目
指
す
建

設
省
小
里
川
ダ
ム
工
事
事
務
所
の
協
力
を
得
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
親
達
が
遊
ん
だ
自
然
を
子
ど
も

達
に
も
見
せ
て
お
き
た
い
、
一
緒
に
体
験
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。
ダ
ム
付
近

で
は
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

４
月
��
日
、
瑞
浪
市
の
森
川

修
三
助
役
＝
写
真
左
と
明
智
町

の
小
澤
建
男
助
役
＝
同
右
が
明

智
町
に
あ
る
恵
南
老
人
保
健
施

設

『

ひ
ま
わ
り』

を
訪
れ
、
こ

の
日
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
日

吉
町
半
原
の
半
谷
富
江
さ
ん

(

明
治
��
年
生
ま
れ)

に
花
束
な

ど
を
手
渡
し
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

半
谷
さ
ん
は
、
瑞
浪
市
で
４

番
目
、
女
性
で
は
３
番
目
の
長

寿
で
、
耳
も
良
く
聞
こ
え
ま
す

が
、
一
人
暮
ら
し
の
た
め
、
在

宅
で
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
た

め
入
所
し
て
い
る
も
の
で
す
。

半
谷
さ
ん
は

｢

こ
こ
で
み
な

さ
ん
と
話
が
で
き
る
こ
と
が
楽

し
い
。
一
番
し
た
い
こ
と
は
、

墓
参
り
と
近
所
の
人
に
世
話
に

な
っ
た
の
で
一
度
訪
れ
話
を
し

た
い｣

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

４
月
��
日
、
瑞
浪
市
釜
戸
町
神
徳
で
発
生
し
た
住

宅
火
災
で
、
い
ち
早
く
消
火
活
動
を
し
た
住
民
＝
写

真
右
か
ら
市
川
い
づ
み
さ
ん

(

恵
那
市)

、
小
木
曽

道
明
さ
ん(

同
市)

、
鈴
木
久
美
さ
ん(

中
津
川
市)

、

船
田
美
喜
さ
ん

(

同
市)

の
４
名
に
、
４
月
��
日
消

防
本
部
か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

小
木
曽
さ
ん
は
自
営
業
、
女
性
３
人
は
い
ず
れ
も

看
護
婦
さ
ん
で
す
。

勤
め
帰
り
に
火
災
を
発
見
、
お
ば
あ
さ
ん
の
保
護
、

手
近
な
鍋
や
洗
面
器
で
の
水
の
リ
レ
ー
な
ど
、
機
転

の
利
い
た
行
為
が
初
期
消
火
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
す
。

大
竹
滋
彦
消
防
長
か
ら
、
記
念
品
の
消
火
器
を
渡

さ
れ
た
船
田
さ
ん
は

｢

病
院
で
の
日
頃
の
避
難
訓
練

の
成
果
が
発
揮
で
き
て
良
か
っ
た｣

と
話
し
て
い
ま

し
た
。
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春
祭
称ね

宜ぎ

の
家
に
干
す
大�こ
し
き君

代

�

４
月
��
日
、
日
吉
町
半
原
の
日
吉
神
社
で
、『

半
原
操

り
人
形
浄
瑠
璃』

(

県
指
定
文
化
財)

が
奉
納
上
演
さ
れ

ま
し
た
。

同
神
社
で
は
、
神
事
に
続
き
、
新
中
学
一
年
生
に
よ
る

｢

素
踊
り｣

、
保
存
会
に
よ
る

『

式
三
番
叟』

と

『

絵
本
太

閤
記』

が
上
演
さ
れ
、
多
く
の
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

４
月
��
日
、
み
ず
な
み
陶
生
苑

(

釜

戸
町)

を
釜
戸
中
学
校
生
徒
会
福
祉
会

長
の
小
栗
睦
子

(

３
年)

さ
ん
と
同
副

会
長
の
佐
々
木
由
佳
さ
ん

(

同)

が
訪

れ
、
車
い
す
１
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
福
祉
会
の

｢

ア
ル
ミ
缶
を
回

収
し
て
福
祉
に
生
か
そ
う｣

と
の
呼
び

か
け
に
生
徒
全
員
が
応
え
た
も
の
で
、

昨
年
度
１
年
間
で
ド
ラ
ム
缶
７
本
分
も

の
缶
を
収
集
、
そ
こ
か
ら
得
た
お
金
で

購
入
贈
呈
し
た
も
の
で
す
。

釜
戸
中
学
で
は
、
普
段
か
ら
入
所
者

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
を
し
て
い
る
生

徒
も
多
く
、
小
栗
さ
ん
は

｢
缶
を
集
め

る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
嬉
し
い
で
す
、
ま

た
来
ま
す｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
曜
日
毎
に
、
新
鮮
な
農
産
物
を
生
産
者
の
み
な
さ

ん
が
直
接
対
面
販
売
す
る

『

ふ
れ
あ
い�
み
ず
な
み�

み
ん
な
の
広
場』

が
、
４
月
��
日
薬
師
町
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
方
達
が
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
人
生
を
お
く
る
た
め
、
自
然
相
手
の
農
業

に
い
そ
し
み
、
体
を
動
か
し
、
知
恵
も
使
い
、
自
家
消

費
の
余
り
を
よ
そ
様
の
お
役
に
立
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
感

謝
さ
れ
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
れ
る
と

い
う
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

現
在
個
人
団
体
を
含
め
、
��
人
の
方
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
内
在
住
の
方
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
農
林
課�
内
線
４
７
５
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４４月月����日日 弘弘法法様様ののままつつりり

�����

４月��・��日 稲津公民館

������������
４月��日 稲津町小里 山の田１号

区と子ども会によるあき缶拾い

�������� ����������  

４
月
��
日
、
土
岐
町
の

｢

天
徳
も
ん
じ
ゃ
の
森｣

で
、
一
日

市
場
区
民
ら
に
よ
る

｢

春
の
集
い｣

が
開
か
れ
、
巣
箱
か
け
や

な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

４月��日､ 稲津町小里のカッコーの森で ｢いなつ緑の
少年団｣ の入団式が行われ､ 桜の植樹､ ホタルの幼虫や
アマゴの放流などが行われました｡

４月��日､ 瑞浪小学校体育館で ｢出会って ��	
��｣
の応募者�名がバサラ初練習を行いました｡



臨時休館のお知らせ
������������	
���
館内の整理､ 傷んだ本の補修のため休館します
ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします

�月��日�～

�月 �日�

��

���－����
������������

『外国の風景を描く』

－ 平成��年度 －

������
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こ ま ど り 号
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貸 出 冊 数 �������冊

���� < 2 1

= >

�����������
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利 用 者 数 �����	人

新規登録者 �����人

蔵 書 冊 数 ��
����冊

登 録 者 ���
��人

登 録 率 ����％

�
�
�
�
�
�
�
	


�

市
民
一
人
当
り
の
蔵
書
冊
数

３･

７
６
冊

(

全
国
平
均
１
・
８
３
冊)

市
民
一
人
当
り
の
貸
出
冊
数

４
・
５
８
冊

(

全
国
平
均
３
・
５
１
冊)

図
書
館
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の

ふ
れ
あ
い
の
場
で
あ
り
、
情
報
の
窓
口

で
も
あ
り
ま
す
。
毎
日
の
生
活
に
有
効

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

平
成
��
年
��
月
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
開

始
以
来
、
利
用
者
の
方
々
か
ら
、
大
変

好
評
を
い
た
だ
き
、
希
望
者
が
増
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。

月
に
一
度
、
希
望
す
る
本
を
利
用
者

の
自
宅
に
届
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
簡

単
な
内
容
で
す
。

｢

宅
配
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア｣

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

市
民
図
書
館�
６
８－

５
５
２
９

瑞浪市役所 ��
－����

�������

今
回
の
ミ
ニ
展
は
、
土
岐
町
の
松
原
茂
樹
さ
ん
の
水
彩
画
を

紹
介
し
ま
す
。

旧
制
中
学
よ
り
始
め
ら
れ
た
水
彩
画
歴
は
50
余
年
。

こ
こ
３
年
間
の
海
外
旅
行
で
の
作
品
、
そ
し
て
地
元
の
風
景
画

な
ど
10
数
点
を
展
示
し
ま
す
。

大
胆
さ
の
中
に
も
繊
細
さ

を
備
え
た
技
法
に
よ
り
、
豊

か
な
創
造
性
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
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不
登
校
で
お
悩
み

の
家
庭
へ

☆
社
会
教
育
委
員
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������
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☆
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員

☆
化
石
博
物
館

協
議
会
委
員

社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
運
営
審
議

会
委
員
、
化
石
博
物
館
協
議
会
委
員
と

し
て
、
４
月
１
日
付
で
次
の
み
な
さ
ん

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

��
世
紀
を
に
な
う
心
豊
か
な
人
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
生
涯
学
習
の
推
進
を
進

め
る
瑞
浪
市
の
た
め
に
、
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
観
点
に
立
っ
て
、
市
民

の
心
豊
か
な
生
活
の
創
造
と
、
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(

任
期
２
年

敬
称
略)

・
近
藤

泰
文(

瑞
浪
・
土
岐
・
明
世)

・
奥
村

巧
次

(

稲
津)

・
山
田

秀
樹

(

陶)

・
鈴
木

英
夫

(

釜
戸
・
大
湫)

・
渡
邉

達
之

(

日
吉)

・
小
川

時
子

(

市
連
合
婦
人
会)

・
水
野

昌
代

(

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会)

・
籏

幸
雄

(

市
文
化
協
会)

・
井
澤

康
樹(

市
子
ど
も
会
連
合
会)

・
倉
内

利
昭

(

瑞
浪
青
年
会
議
所)

・
尾
石

和
正

(

小
中
学
校
校
長
会)

公
民
館
が
住
民
の
期
待
に
応
え
て
、

そ
の
今
日
的
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に

実
施
す
る
各
種
事
業
の
企
画
・
実
施
に

つ
い
て
の
調
査
、
審
議
を
は
じ
め
、
魅

力
あ
る
公
民
館
の
創
造
の
た
め
に
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(

任
期
２
年

敬
称
略)

・
清
水

快
雄

(

瑞
浪
地
区)

・
加
藤

弘
恭

(

土
岐
地
区)

・
高
木

寛

(

明
世
地
区)

・
加
納

牧
雄

(

稲
津
地
区)

・
河
野

眞

(

陶
地
区)

・
纐
纈

良
久

(

釜
戸
地
区)

・
桐
井

勝
子

(

大
湫
地
区)

・
柘
植

厚
一

(

日
吉
地
区)

・
成
橋

裕
子

(

生
涯
学
習
団
体)

・
岩
島

淑
子

(

生
涯
学
習
団
体)

・
中
島

基
行

(

学
識
経
験
者)

特
徴
あ
る
博
物
館
づ
く
り
と
来
館
者

の
増
加
に
つ
な
が
る
運
営
の
た
め
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(

任
期
２
年

敬
称
略)

・
渡
辺

治
雄

(

学
校
教
育
関
係
者)

・
足
立

亘
(

社
会
教
育
関
係
者)

・
伊
藤

洋
輔

(

学
識
経
験
者)

・
冨
田

進
(

学
識
経
験
者)

・
中
島

恬

(
学
識
経
験
者)

●
マ
イ
・
フ
レ
ン
ド
と
は

市
内
で
不
登
校
に
な
っ
て
い

る
小
中
学
生
の
家
庭
や
学
校
を

訪
問
し
、
お
子
さ
ん
の
話
相
手
・

遊
び
相
手
と
な
っ
て
、
そ
の
子

の
自
立
と
健
全
育
成
を
援
助
す

る
も
の
で
す
。
お
子
さ
ん
や
家

庭
内
の
こ
と
は
、
口
外
し
ま
せ

ん
。(

秘
密
厳
守)

●
マ
イ
フ
レ
ン
ド
は
こ
ん
な
人

広
報
み
ず
な
み
で
募
集
し
た

��
歳
か
ら
��
歳
ま
で
の
幅
広
い

年
齢
層
で
、
大
学
生
、
保
母
、

主
婦
、
教
員
経
験
者
な
ど
不
登

校
問
題
に
関
心
の
高
い
熱
意
あ

る
人
達
で
す
。

●
こ
ん
な
に
役
立
っ
て
い
ま
す

４
月
１
日
現
在
��
名
が
マ
イ

フ
レ
ン
ド
と
し
て
登
録
し
て
い

ま
す
。
過
去
３
年
間
に
不
登
校

の
子
ど
も
が
元
気
を
取
り
戻
し
、

学
校
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
、

保
健
室
登
校
の
子
ど
も
が
教
室

で
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

な
ど
、
多
く
の
活
動
の
成
果
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
各
小
・
中
学

校
、
学
校
教
育
課

(�
内
線

４
８
８)

平成��年５月��日



コ
ラ
ム
・
生
涯
学
習

生涯学習施設 ６月の休館日

� � � � � � �

�	

あああ
ななな
たたた
ももも
参参参
加加加
ししし
ままま
せせせ
んんん
かかか
！！！

����
����

����
����

����
����

����
６６６
月月月
222555
日日日�
111333
時時時
〜〜〜

総総総
合合合
文文文
化化化
セセセ
ンンン
タタタ
ーーー

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
 
!
�
"
#
$
%
&
�

�
�
�
'
(
)
*
+
�
,
-
&
 
.
/
0
1
2
3
#
4
5
�
6
�
�
7
8
9
:

;
�
&
�
<
�
=
>
?
@
A
B
�
�
�

総合文化センター ５日､ ��日､ ��日､ ��日

市 民 図 書 館 ５・６・７・８・９・��日､ ��日､ ��日､ ��日

市 民 体 育 館 ６日､ ��日､ ��日､ ��日

化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

５日､ ��日､ ��日､ ��日､ ��日

サイエンスワールド ５日､ ��日､ ��日､ ��日､ ��日

文 化 会 館 １日､ ８日､ ��日､ ��日､ ��日
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▽
資
格
＝
市
内
の
小
中
学
校
・
高
等
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
、
お
よ

び
市
民
の
み
な
さ
ん

▽
部
門
＝
①
小
学
生
の
部
②
中
学
生
の

部
③
一
般
の
部
④
高
齢
者
の
部

▽
発
表
要
領
＝
一
人
５
分
以
内
で
発
表

▽
応
募
方
法
＝
一
人
一
点
と
し
、
発
表

す
る
内
容
を
原
稿
用
紙
４
枚
程
度
に

ま
と
め
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限
＝
６
月
２
日�▽提出先＝生涯学習課(

総
合
文
化

セ
ン
タ
ー)�
６
８－

５
２
８
１

高
齢
人
口
割
合
が
次
第
に
上
昇
し
て

七
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
な
っ
た
社
会
を

高
齢
化
社
会
と
呼
び
、
一
四
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
を
高
齢
社
会
と
呼
ぶ
と
す
る
用

法
が
次
第
に
一
般
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

近
代
化
が
進
む
中
で
、
医
療
の
進
歩

や
公
衆
衛
生
の
改
善
、
栄
養
の
向
上
な

ど
に
よ
り
、
乳
幼
児
死
亡
率
は
低
下
し

ま
し
た
が
、
出
生
率
低
下
の
現
象
と
重

な
り
、
少
産
少
死
の
時
代
に
入
っ
た
結

果
、
人
口
が
高
齢
化
し
ま
し
た
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
昭
和
二
十
二

年
、
男
性
五
〇
・
〇
六
歳
、
女
性
五
三
・

九
六
歳
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
九
年
に

は
男
性
七
七
・
一
九
歳
、
女
性
八
三
・

八
二
歳
と
な
り
、
男
女
と
も
世
界
の
最

長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
は
高
齢

化
の
ス
ピ
ー
ド
に
対
し
、
社
会
シ
ス
テ

ム
の
転
換
を
短
期
間
で
や
り
遂
げ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
対
し

て
、
と
も
す
る
と
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
人
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
高

齢
者
に
対
す
る
固
定
的
イ
メ
ー
ジ
か
ら

き
て
い
ま
す
。
高
齢
者
と
い
え
ば
、
寝

た
き
り
や
痴
呆
を
連
想
し
、
体
力
が
弱

く
病
気
が
ち
、
頑
固
で
新
し
い
こ
と
に

慣
れ
に
く
い
な
ど
と
、
都
合
の
悪
い
こ

と
が
強
調
さ
れ
た
偏
見
に
過
ぎ
な
い
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
に

対
す
る
年
齢
差
別

(

エ
イ
ジ
ズ
ム)

に

つ
な
が
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
高
齢

者
の
特
性
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

す
べ
て
の
人
に
老
化
と
い
う
現
象
は

起
こ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
予
備
力
、
防

衛
力
、
適
応
力
、
回
復
力
の
低
下
と
い

う
形
で
表
れ
る
と
い
い
ま
す
。
人
は
い

つ
も
最
大
能
力
を
使
っ
て
生
活
し
て
い

る
わ
け
で
な
く
、
年
を
と
る
と
必
要
能

力
と
最
大
能
力
の
差
で
あ
る
予
備
力
が

低
下
し
、
無
理
と
が
ん
ば
り
が
き
か
な

く
な
り
ま
す
。
暑
さ
、
寒
さ
へ
の
適
応

力
、
感
染
症
な
ど
へ
の
防
衛
力
、
病
気

や
疲
れ
か
ら
の
回
復
力
な
ど
が
低
下
し

て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
低
下
を
も
っ
て
、
高
齢

者
を
弱
い
人
た
ち
だ
と
考
え
る
こ
と
は

誤
り
で
す
。

若
い
世
代
は
高
齢
者
の
こ
れ
ま
で
の

国
や
社
会
へ
の
貢
献
に
感
謝
し
、
高
齢

者
の
生
活
に
暖
か
な
助
力
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

(

生
涯
学
習
課)

瑞浪市役所 ��	－����
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県立高等学校開放講座

������ !"

#�$%&'�
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�月は､ 外国人労働者問題啓発月間

0123456�789:;'
<$=>�?@ABC;DEFG

)H�IJK�L
MNOA/PQ�R

瑞浪市産業振興センター
電波利用保護旬間 �月�日～��日

STUVAWXY

新しい国民健康保険の被保険者証を､ ５月下
旬に郵送します｡ ６月からは､ 新しい被保険者
証で受診してください｡
また､ 就職などで他の健康保険 (政府管掌健
康保険等) に加入された方は､ ｢喪失の手続き｣
が必要です｡ 市役所または各コミュニティーセ
ンターで手続きしてください｡
◆問い合わせ 保険年金課 �内線���

◆内容 初心者対象のタイピング､ ��������	､
ワープロ､表計算など 計
�時間

◆募集定員 ��人
◆開設期間 ６月�日�～７月�日�の各火・

木曜日､ �時～
時 計�日間
◆応募締切 ５月
	日�必着
◆応募方法 往復ハガキに住所・氏名・年齢・
電話番号を明記 (応募者多数の場合は抽選)
◆問い合わせ・申込先
〒	���	
�
 土岐市下石町��	�


土岐紅陵高校開放講座係 ���－����

◆テーマ・最近の雇用失業情勢について
・新規学校卒業予定者求人取扱いについて

◆日 時 ５月��日� ��時��分～��時
◆会 場 セラトピア土岐(土岐市土岐津町高山４)���－����

◆問い合わせ ハローワーク多治見
求人・企画部門 ���－��	�

☆夜の部 (毎週木・金曜日の�時～
時)
☆昼の部 (毎週月・火曜日の�時～�時)

(毎週木・金曜日の�時～�時)
＊随時入会可､ 昼の部の欠員はわずかです
◆入会金 �����円 (３年間有効)
◆会 費 月額 �����円 (材料費､ 焼成費別途)
◆講 師 陶芸家 村瀬昌平さん
◆問い合わせ・申込先 瑞浪市産業振興センター

(上平町５丁目) �
	－����

�月��日～��日 家内労働旬間
｢簡単な仕事で高収入｣ ｢副業にピッタリ｣

｢仕事は当社が責任を持って斡旋｣､ このような
内職者を募る広告､ 宣伝が数多く見られますが､
実際は登録料､ 高額な機械を売りつけるなど思
わぬ被害にあうケースが少なくありません｡
簡単な仕事で高収入が得られるという ｢うま
い話｣ は普通はありません｡ 家内労働を始める
ときは､ 工賃など委託条件をきちんと確認し､
いわゆる ｢インチキ内職｣ の被害にあわないよ
う十分注意しましよう｡
◆問い合わせ・相談先 多治見労働基準監督署���－
�	�

外国人の方は､ 就労が認められた専門的・技
術的な職業以外 (日系人の一部は単純労働可能)
では働くことはできません｡ 外国人労働者の適
正な雇入の推進および不法就労の防止について､
事業主の方のご理解とご協力をお願いします｡
なお､ 外国人労働者を直接または間接雇用し
ている事業主の方は､ 職業安定所に雇用状況報
告の提出が義務づけられています｡
◆問い合わせ ハローワーク多治見���－��	� 内線��

ハイパワー市民ラジオや不法パーソナル無線
等が､ テレビの受信障害､ ＯＡ機器の誤動作､
防災無線･携帯電話等の混信や妨害を引き起こし､
市民生活に大きな影響を与えています｡ 私たちの
生活をおびやかす困った電波を追放しましょう！
電波に関する相談は､

不法無線局����－���－����または�
��

テレビ等の受信障害は����－���－�
�	

◎郵政省東海電気通信監理局
�����������������������������

平成
年５月	日
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期 日 時 間 個人負担 期 日 時 間 場 所 個人負担

６月８日� ８時��分～��時 各５００円 ６月９日� ��時～��時 保健センター ５００円

��������

���� ��!" ��������	


日 時 内 容

６月７日�
��時～��時 医師の個別相談､血圧測定､検尿

#$%#&'�()*+,-.�/

� � ! " ��������	


相談名 日 時 内 容

栄 養 相 談
６月７日�
９時～��時

栄養士の個別相談
＊電話予約が必要

乳幼児相談
６月７日�
９時��分～

��時

身体測定と育児相談
＊母子健康手帳を持
参ください

012��3!"34,�5&' ��������	
 �����

������ � � � ���� � � � �  !

� カ 月 児 健 康 診 査 �月23日� 14時～14時30分
第�子は13時開始 平成 12年�月生まれ 母子健康手帳

� 歳 児 健 康 診 査
＊健診終了後､ 希望者に歯
みがき教室を実施します｡

�月26日� 12時30分開始 平成�年�月生まれ
早朝尿 (50㏄位)
歯ブラシ､ コップ
母子健康手帳

� カ 月 児 健 康 相 談
お よ び 離 乳 食 教 室

�月�日� �時30分
～�時45分 平成 11年 12月生まれ 母子健康手帳

中期・後期離乳食相談 �月�日� 13時30分～
15時

生後�カ月以降の乳児
※電話予約が必要

母子健康手帳

�歳児歯みがき教室 �月�日�
�時～11時

平成 10年�月生まれ
母子健康手帳
歯ブラシ､ コップ� 歳 � カ 月 児

歯 み が き 教 室
�月�日� 平成�年 12月生まれ

◆場 所 保健センター
◆対 象 者 ��歳以上の希望者 (定員��名)
◆申し込み ６月５日�までに電話などで保健

センターへ
日本人の死因の第一位のがんは年々増加して

います｡ 早期発見のため年に一度は定期検診を
受けましょう｡

＊病院にかかる機会のない方や､ 体について気
になることがある方など､ 健康チェックの場
として気軽にご利用ください｡

◆対 象 者 ��歳以上の女性 (定員��名)
◆申し込み 電話などで保健センターへ

�月��日・��日・��日
�月 �日・��日・��日

９時��分に保健センターにお集まりください｡
＊印鑑を持参ください｡
＊初妊婦の方は交付後��分程度の話があり
ます｡

瑞浪市では､ ��歳以上で脳卒中などによる障
害のある方々を対象に､ 体操やリクリエーショ
ン・工作などを通じて､ 心身の健康の保持・機
能維持をはかる教室を行っています｡
日時等詳細は保健センターへ問い合わせくだ

さい｡
※介護保険給付対象者でない方に限らせていた
だきます
◆場所 ハートピア (市民福祉センター)

陶宅老所いちにのさん

瑞浪市役所 ���－����
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古紙配合率���％再生紙
を使用しています
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地球温暖化防止に私たちのできることから
その２
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� � � � � � � �

��� 釜戸町(宿､ 公文垣内､
公文垣内団地､ 中切､ 町
屋､ 竜吟団地､ 東・中・
西大島)､ 大湫町

��� !� !"��
#$�% �&�'�
(�)�*+�*,-

��� 釜戸町(上平､ 神徳､ 川戸､
論栃､ 下切､ 上切､ 大細､
エスポラン､ 平山)
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(�)�*+�*,- 釜戸町(上平､ 神徳､ 川戸､

論栃､ 下切､ 上切､ 大細､
エスポラン､ 平山)

���� ./�0/
L^/�_:/�`<�
:H/�abc�d

���� ��wx�yz��L{|}�����~��	
�����

���� J/�RS�
BC/�DE/�#F/�
GHI/

��������	
���
�月��日� ������

不燃物埋立処分場 (稲津町)
＊各自､ 入れ物・スコップ等を持参ください

�	�� J/�K:�*��
L�MN�OP�K�O�
Q�/�	K

���� uY/�@v=

釜戸町(宿､ 公文垣内､
公文垣内団地､ 中切､ 町
屋､ 竜吟団地､ 東・中・
西大島)､ 大湫町

���� �e/�1f�gh�i'�
i�jkl�mW�no�

pq�pq"��MW

����������
�月�日� ������

土岐川堤防周辺 (名滝橋～和合橋)
堤防などの草刈り､ 空き缶などのごみ拾い
＊作業のできる服装で､ 鎌・草刈機等を持参｡

�
�� �e/�:rsl���� TU/�VW�

���� XY/�ZXY/�[\/�
*]W"�

TU/�Xt�

※６月より､ 釜戸地区において不燃ごみと資源ごみの収集地
区が変わっています｡ 自分の住んでいる地区を確認して間
違のないように出してください｡

◎資源集団回収の実施予定日

６月３日 大湫小学校､ ６月４日 稲津小学校
６月��日 瑞陵中学校

◎不燃ごみの出し方のポイント (ごみの減量化にご協力ください)

・危険なもの (ガラス・カミソリ・刃物など) は､ ｢危険｣
であることを表示してください｡
・長いものは､ １�程度に切ってから出してください｡
・家電製品は､ 極力取り扱い販売店に引取ってもらってください｡
・収集日の朝８時 �分までに､ 決められた場所に出してください｡

ケナフは半年程で高さが３ｍ～
４ｍに達するアオイ科の１年草で､
成長過程で多量の二酸化炭素を吸収し､ 空気をき
れいにする働きがあります｡
ケナフは種まき後４～７日で発芽し､ 若葉は

｢おしたし｣ ｢てんぷら｣ など食用にもなります｡
秋にはオクラに似た薄黄色の花が咲き､ 茎はパル
プの原料になります｡
(ケナフ入りの再生紙､ 紙コップ､ 紙皿､ キッチ
ンペーパーなどに利用されています)
庭や畑､ 空き地などにケナフを植え､ 地球の空
気をきれいにしましょう｡
◆ケナフの種と育て方のパンフレットを１人１セッ
ト､ ��人の方に無料送付します
◎応募方法＝電話等にて､ 住所・氏名・電話番号
をお知らせください (応募多数の場合は抽選)
◎応募締切＝５月��日�
◎申し込み＝環境課 �内線���
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